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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】簡易に組み立て可能でありその組立て完成状態
を安定的・継続的に保持することができ、さらに組立て
完成状態からの解体も容易であるスタンドを提供する。
【解決手段】スタンドＭは、後面部１１１に両側面部１
５１、１６１の前記後面側の一部をそれぞれ挿入可能に
中抜きされた左被挿入部及び右被挿入部が形成され、前
記両側面部の上端縁に第１の切欠部が形成され、両被挿
入部に前記両側面部が挿入されると、前記第１の切欠部
が前記両被挿入部の上端と容易に脱しない状態に係合し
、前記両側面部のうち前記両被挿入部に挿入された部分
は、前記後面部の後方において自スタンドの起立を維持
する支脚部となる。
【選択図】図４
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【実用新案登録請求の範囲】
【請求項１】
　厚み寸法が略０．２ｍｍ～１．６ｍｍである可撓性を備える略平板状の基板を折り曲げ
てそれぞれ形成される、下面部と、後面部と、前面部と、該前面部の両側にそれぞれ連接
される略扇形の左側面部及び右側面部とを備え、
　前記下面部の横幅及び奥行きの各寸法が、略２１５ｍｍ及び略４３ｍｍであり、
　前記後面部の横幅及び高さの各寸法が、略２３５ｍｍ及び略２６０ｍｍであり、
　前記前面部の横幅及び高さの各寸法が、略２１５ｍｍ及び略１４０ｍｍであり、
　両側面部の奥行き及び高さの各寸法が、略１１０ｍｍ及び略１４０ｍｍであり、
　前記後面部は、少なくともＡ４サイズの被スタンド体の立てかけを可能とするように前
記下面部の後端縁から立ち上るように形成され、
　前記前面部は、前記被スタンド体の立てかけられた状態を維持可能に前記下面部の前端
縁から立ち上るように形成され、
　前記横幅の寸法が前記下面部よりも大きい前記後面部の両端上下方向にほぼ沿って前記
両側面部の前記後面側の一部をそれぞれ挿入可能に中抜きされた左被挿入部及び右被挿入
部が形成され、
　前記両側面部の前記後面部側に傾斜する弧状縁の少なくとも一部に開口部寸法が略２ｍ
ｍ及び深さ寸法が略３ｍｍの略三角形状の第１の切欠部が形成され、
　前記両側面部の下端縁の少なくとも一部に開口部寸法が略２０ｍｍ及び深さ寸法が略２
５ｍｍの略三角形状の第２の切欠部が形成され、
　両被挿入部に前記両側面部がそれぞれ挿入されると、前記第１の切欠部が前記両被挿入
部の上端と容易に脱しない状態に係合するとともに、前記第２の切欠部が前記両被挿入部
の下端と容易に脱しない状態に係合し、
　前記両側面部のうち前記両被挿入部に挿入された部分は、前記後面部の後方において自
スタンドの起立を維持する支脚部となり、
　前記支脚部は、組立て完成状態において前記下面部と略直角をなす前記後面部を正立か
ら角度略１３度後傾させるように支持することを特徴とするスタンド。
【請求項２】
　可撓性を備える略平板状の基板を折り曲げてそれぞれ形成される、下面部と、後面部と
、前面部と、該前面部の両側にそれぞれ連接される略扇形の左側面部及び右側面部とを備
え、
　前記後面部は、少なくともＡ４サイズの被スタンド体の立てかけを可能とするように前
記下面部の後端縁から立ち上るように形成され、
　前記前面部は、前記被スタンド体の立てかけられた状態を維持可能に前記下面部の前端
縁から立ち上るように形成され、
　前記後面部の両端上下方向にほぼ沿って両側面部の前記後面側の一部をそれぞれ挿入可
能に中抜きされた左被挿入部及び右被挿入部が形成され、
　前記両側面部の前記後面部側に傾斜する弧状縁の少なくとも一部に開口部寸法が略２ｍ
ｍ及び深さ寸法が略３ｍｍの略三角形状の第１の切欠部が形成され、
　前記両側面部の下端縁の少なくとも一部に開口部寸法が略２０ｍｍ及び深さ寸法が略２
５ｍｍの略三角形状の第２の切欠部が形成され、
　両被挿入部に前記両側面部がそれぞれ挿入されると、前記第１の切欠部が前記両被挿入
部の上端と容易に脱しない状態に係合するとともに、前記第２の切欠部が前記両被挿入部
の下端と容易に脱しない状態に係合し、
　前記両側面部のうち前記両被挿入部に挿入された部分は、前記後面部の後方において自
スタンドの起立を維持する支脚部となり、
　前記支脚部は、組立て完成状態において前記下面部と略直角をなす前記後面部を正立か
ら角度略１３度後傾させるように支持することを特徴とするスタンド。
【請求項３】
　可撓性を備える略平板状の基板を折り曲げてそれぞれ形成される、下面部と、後面部と
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、前面部と、該前面部の両側にそれぞれ連接される略扇形の左側面部及び右側面部とを備
え、
　前記後面部は、少なくともＡ４サイズの被スタンド体の立てかけを可能とするように前
記下面部の後端縁から立ち上るように形成され、
　前記前面部は、前記被スタンド体の立てかけられた状態を維持可能に前記下面部の前端
縁から立ち上るように形成され、
　前記後面部の両端上下方向にほぼ沿って両側面部の前記後面側の一部をそれぞれ挿入可
能に中抜きされた左被挿入部及び右被挿入部が形成され、
　前記両側面部の前記後面部側に傾斜する弧状縁の少なくとも一部に開口部寸法が略２ｍ
ｍ及び深さ寸法が略３ｍｍの略三角形状の第１の切欠部が形成され、
　前記両側面部の下端縁の少なくとも一部に開口部寸法が略２０ｍｍ及び深さ寸法が略２
５ｍｍの略三角形状の第２の切欠部が形成され、
　両被挿入部に前記両側面部がそれぞれ挿入されると、前記第１の切欠部が前記両被挿入
部の上端と容易に脱しない状態に係合するとともに、前記第２の切欠部が前記両被挿入部
の下端と容易に脱しない状態に係合し、
　前記両側面部のうち前記両被挿入部に挿入された部分は、前記後面部の後方において自
スタンドの起立を維持する支脚部となることを特徴とするスタンド。
【請求項４】
　可撓性を備える略平板状の基板から形成される、下面部と、後面部と、前面部と、該前
面部の両側にそれぞれ連接される左側面部及び右側面部とを備え、
　前記後面部は、被スタンド体の立てかけを可能とするように前記下面部の後端縁から立
ち上るように形成され、
　前記前面部は、前記被スタンド体の立てかけられた状態を維持可能に前記下面部の前端
縁から立ち上るように形成され、
　前記後面部に両側面部の前記後面側の一部をそれぞれ挿入可能に中抜きされた左被挿入
部及び右被挿入部のうち少なくともいずれかが形成され、
　前記両側面部のうち少なくともいずれかの上端縁の少なくとも一部に第１の切欠部が形
成され、
　前記両側面部のうち少なくともいずれかの下端縁の少なくとも一部に第２の切欠部が形
成され、
　両被挿入部のうち少なくともいずれかに前記両側面部のうち少なくともいずれかが挿入
されると、前記第１の切欠部が前記両被挿入部のうち少なくともいずれかの上端と容易に
脱しない状態に係合するとともに、前記第２の切欠部が前記両被挿入部のうち少なくとも
いずれかの下端と容易に脱しない状態に係合し、
　前記両側面部のうち前記両被挿入部に挿入された部分は、前記後面部の後方において自
スタンドの起立を維持する支脚部となることを特徴とするスタンド。
【請求項５】
　可撓性を備える略平板状の基板から形成される、下面部と、後面部と、前面部と、該前
面部の両側にそれぞれ連接される左側面部及び右側面部とを備え、
　前記後面部は、被スタンド体の立てかけを可能とするように前記下面部の後端縁から立
ち上るように形成され、
　前記前面部は、前記被スタンド体の立てかけられた状態を維持可能に前記下面部の前端
縁から立ち上るように形成され、
　前記後面部に両側面部の前記後面側の一部をそれぞれ挿入可能に中抜きされた左被挿入
部及び右被挿入部のうち少なくともいずれかが形成され、
　前記両側面部のうち少なくともいずれかの上端縁の少なくとも一部に第１の切欠部が形
成され、
　両被挿入部のうち少なくともいずれかに前記両側面部のうち少なくともいずれかが挿入
されると、前記第１の切欠部が前記両被挿入部のうち少なくともいずれかの上端と容易に
脱しない状態に係合し、
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　前記両側面部のうち前記両被挿入部に挿入された部分は、前記後面部の後方において自
スタンドの起立を維持する支脚部となることを特徴とするスタンド。
【請求項６】
　前記両側面部のうち少なくともいずれかは、前記第１の切欠部下方に凹部又は穴部を備
え、
　前記両被挿入部のうち少なくともいずれかは、前記両側面部のうち少なくともいずれか
が挿入されると、前記凹部又は前記穴部に受け止められる凸部を備え、該凸部は前記中抜
きされた内部方向へ凸となることを特徴とする１から５のいずれか１項に記載のスタンド
。
【請求項７】
　厚み寸法が略０．２ｍｍ～１．６ｍｍである可撓性を備える略平板状の基板を折り曲げ
てそれぞれ形成される、上面部と、下面部と、後面部と、前面部と、前記下面部の両側に
それぞれ連接される略扇形の左側面部及び右側面部と、前記前面部の両側にそれぞれ連接
される左補強部及び右補強部とを備え、
　前記後面部は、被スタンド体の立てかけを可能とするように前記下面部の後端縁から立
ち上るように形成され、
　前記前面部は、組立て完成状態において前記下面部と略直角をなす前記後面部を正立か
ら角度略１３度後傾させるように前記下面部の前端縁から立ち下がるように形成され、
　前記両補強部は、組立て完成状態において前記下面部と略直角をなす前記後面部を正立
から角度略１３度後傾させるように前記前面部と略直角をなして前記下面部の底側に位置
し、
　前記上面部は、前記後面部の上端縁から後方に延伸するように形成され、
　前記後面部の両端上下方向にほぼ沿って前記両側面部の前記後面側の一部をそれぞれ挿
入可能に中抜きされた左被挿入部及び右被挿入部が形成され、
　前記両側面部の前記後面部側に傾斜する弧状縁の少なくとも一部に開口部寸法が略５ｍ
ｍ及び深さ寸法が略５ｍｍの略三角形状の第１の切欠部が形成され、
　前記両側面部の下端縁の少なくとも一部に開口部寸法が略１０ｍｍ及び深さ寸法が略１
０ｍｍの略三角形状の第２の切欠部が形成され、
　両被挿入部に前記両側面部がそれぞれ挿入されると、前記第１の切欠部が前記両被挿入
部の上端と容易に脱しない状態に係合するとともに、前記第２の切欠部が前記両被挿入部
の下端と容易に脱しない状態に係合し、
　前記両側面部のうち前記両被挿入部に挿入された部分は、前記後面部の後方において自
スタンドの起立を維持する支脚部となり、
　前記支脚部は、組立て完成状態において前記下面部と略直角をなす前記後面部を正立か
ら角度略１３度後傾させるように支持し、
　前記両側面部のうち少なくともいずれかは、前記第１の切欠部下方に凹部又は穴部を備
え、
　前記両被挿入部のうち少なくともいずれかは、前記両側面部のうち少なくともいずれか
が挿入されると、前記凹部又は前記穴部に受け止められる凸部を備え、該凸部は前記中抜
きされた内部方向へ凸となることを特徴とするスタンド。
【請求項８】
　可撓性を備える略平板状の基板を折り曲げてそれぞれ形成される、上面部と、下面部と
、後面部と、前記下面部の両側にそれぞれ連接される略扇形の左側面部及び右側面部とを
備え、
　前記後面部は、被スタンド体の立てかけを可能とするように前記下面部の後端縁から立
ち上るように形成され、
　前記上面部は、前記後面部の上端縁から後方に延伸するように形成され、
　前記後面部の両端上下方向にほぼ沿って前記両側面部の前記後面側の一部をそれぞれ挿
入可能に中抜きされた左被挿入部及び右被挿入部が形成され、
　前記両側面部の前記後面部側に傾斜する弧状縁の少なくとも一部に第１の切欠部が形成
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され、
　前記両側面部の下端縁の少なくとも一部に第２の切欠部が形成され、
　両被挿入部に前記両側面部がそれぞれ挿入されると、前記第１の切欠部が前記両被挿入
部の上端と容易に脱しない状態に係合するとともに、前記第２の切欠部が前記両被挿入部
の下端と容易に脱しない状態に係合し、
　前記両側面部のうち前記両被挿入部に挿入された部分は、前記後面部の後方において自
スタンドの起立を維持する支脚部となり、
　前記支脚部は、組立て完成状態において前記下面部と略直角をなす前記後面部を正立か
ら角度略１３度後傾させるように支持し、
　前記両側面部のうち少なくともいずれかは、前記第１の切欠部下方に凹部又は穴部を備
え、
　前記両被挿入部のうち少なくともいずれかは、前記両側面部のうち少なくともいずれか
が挿入されると、前記凹部又は前記穴部に受け止められる凸部を備え、該凸部は前記中抜
きされた内部方向へ凸となることを特徴とするスタンド。
【請求項９】
　可撓性を備える略平板状の基板を折り曲げてそれぞれ形成される、上面部と、下面部と
、後面部と、前面部と、前記下面部の両側にそれぞれ連接される略扇形の左側面部及び右
側面部と、前記前面部の両側にそれぞれ連接される左補強部及び右補強部とを備え、
　前記後面部は、被スタンド体の立てかけを可能とするように前記下面部の後端縁から立
ち上るように形成され、
　前記前面部は、組立て完成状態において前記下面部と略直角をなす前記後面部を正立か
ら角度略１３度後傾させるように前記下面部の前端縁から立ち下がるように形成され、
　前記両補強部は、組立て完成状態において前記下面部と略直角をなす前記後面部を正立
から角度略１３度後傾させるように前記前面部と略直角をなして前記下面部の底側に位置
し、
　前記上面部は、前記後面部の上端縁から後方に延伸するように形成され、
　前記後面部の両端上下方向にほぼ沿って前記両側面部の前記後面側の一部をそれぞれ挿
入可能に中抜きされた左被挿入部及び右被挿入部が形成され、
　前記両側面部の前記後面部側に傾斜する弧状縁の少なくとも一部に第１の切欠部が形成
され、
　前記両側面部の下端縁の少なくとも一部に第２の切欠部が形成され、
　両被挿入部に前記両側面部がそれぞれ挿入されると、前記第１の切欠部が前記両被挿入
部の上端と容易に脱しない状態に係合するとともに、前記第２の切欠部が前記両被挿入部
の下端と容易に脱しない状態に係合し、
　前記両側面部のうち前記両被挿入部に挿入された部分は、前記後面部の後方において自
スタンドの起立を維持する支脚部となり、
　前記支脚部は、組立て完成状態において前記下面部と略直角をなす前記後面部を正立か
ら角度略１３度後傾させるように支持することを特徴とするスタンド。
【請求項１０】
　可撓性を備える略平板状の基板を折り曲げてそれぞれ形成される、上面部と、下面部と
、後面部と、前記下面部の両側にそれぞれ連接される略扇形の左側面部及び右側面部とを
備え、
　前記後面部は、被スタンド体の立てかけを可能とするように前記下面部の後端縁から立
ち上るように形成され、
　前記上面部は、前記後面部の上端縁から後方に延伸するように形成され、
　前記後面部の両端上下方向にほぼ沿って前記両側面部の前記後面側の一部をそれぞれ挿
入可能に中抜きされた左被挿入部及び右被挿入部が形成され、
　前記両側面部の前記後面部側に傾斜する弧状縁の少なくとも一部に第１の切欠部が形成
され、
　前記両側面部の下端縁の少なくとも一部に第２の切欠部が形成され、



(6) JP 3182653 U 2013.4.4

10

20

30

40

50

　両被挿入部に前記両側面部がそれぞれ挿入されると、前記第１の切欠部が前記両被挿入
部の上端と容易に脱しない状態に係合するとともに、前記第２の切欠部が前記両被挿入部
の下端と容易に脱しない状態に係合し、
　前記両側面部のうち前記両被挿入部に挿入された部分は、前記後面部の後方において自
スタンドの起立を維持する支脚部となり、
　前記支脚部は、組立て完成状態において前記下面部と略直角をなす前記後面部を正立か
ら角度略１３度後傾させるように支持することを特徴とするスタンド。
【請求項１１】
　可撓性を備える略平板状の基板を折り曲げてそれぞれ形成される、上面部と、下面部と
、後面部と、前記下面部の両側にそれぞれ連接される略扇形の左側面部及び右側面部とを
備え、
　前記後面部は、被スタンド体の立てかけを可能とするように前記下面部の後端縁から立
ち上るように形成され、
　前記上面部は、前記後面部の上端縁から後方に延伸するように形成され、
　前記後面部の両端上下方向にほぼ沿って前記両側面部の前記後面側の一部をそれぞれ挿
入可能に中抜きされた左被挿入部及び右被挿入部が形成され、
　前記両側面部の前記後面部側に傾斜する弧状縁の少なくとも一部に第１の切欠部が形成
され、
　両被挿入部に前記両側面部がそれぞれ挿入されると、前記第１の切欠部が前記両被挿入
部の上端と容易に脱しない状態に係合し、
　前記両側面部のうち前記両被挿入部に挿入された部分は、前記後面部の後方において自
スタンドの起立を維持する支脚部となり、
　前記支脚部は、組立て完成状態において前記下面部と略直角をなす前記後面部を正立か
ら角度略１３度後傾させるように支持することを特徴とするスタンド。
【請求項１２】
　前記両被挿入部は、上端が略円形に中抜きされ、
　該略円形の半径は、前記基板の厚み寸法の数倍程度であり、
　前記両被挿入部のうち少なくともいずれかに前記両側面部のうち少なくともいずれかが
挿入されると、前記第１の切欠部が前記両被挿入部のうち少なくともいずれかの上端の略
円形に中抜きされた部分と容易に脱しない状態に係合することを特徴とする１から１１の
いずれか１項に記載のスタンド。
【請求項１３】
　前記可撓性平板は、透過性を有するＰＥＴであることを特徴とする１から１２のいずれ
か１項に記載のスタンド。
【請求項１４】
　前記前面部及び前記後面部の少なくともいずれか一方に視覚により認識可能な表示を付
加可能であることを特徴とする請求項１から１３のいずれか１項に記載のスタンド。
【請求項１５】
　前記後面部に壁掛け用の少なくとも１つの穴部を設けたことを特徴とする請求項１から
１４のいずれか１項に記載のスタンド。
【考案の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本考案は、簡易に組み立て可能でありその組立て完成状態を安定的・継続的に保持する
ことができるスタンドに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、書店やレンタルショップなどでは、Ａ４サイズをはじめ様々なサイズのパンフレ
ットや書籍、雑誌、ＣＤ、ＤＶＤなどをおもて表紙等を手前側に向けて面陳列して、顧客
へ商品内容を明確に訴求する陳列具が使用されている。
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【０００３】
　このような陳列具は配送の際には省スペースであり、組み立てが容易でありその組立て
完成状態を安定的・継続的に保持することができ、さらに解体も容易であることが望まし
い。
【０００４】
　関連技術として、各種パンフレットなどを展示提供するためのケースであり、輸送や保
管の際にコンパクトに処理でき、組み立てが容易であるものが提案されている。
　その構成は、両側に直角に折り曲げた２側面板を備えた傾斜する前面板と、中程に係止
孔部が設けられ前面板に平行な背面板と、前面板の下部より背面板下端部の下側を通って
折り曲げた水平な底面板とにより形成されるシート収納部と、該底面板より背面板の後部
に折り立てた係止孔部に嵌入する係止板を備え両側に直角に折り曲げた側面板を備えた後
部支持板が背面板に係止され、前面板両端と側面板との下端部と後部支持板両端と側面板
との下端部とに平面視的に直角折曲側面部を備えるものである。そして、背面板の端部に
貼着板を重ね合わせ、その重ね合わせ面を接着剤（糊）などにて貼着して、前面板、側面
板、背面板からなる平行四辺形状の筒状体を形成する必要がある（特許文献１参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開平８－３２４５５０号公報
【考案の概要】
【考案が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかしながら、上記の関連技術は、組立て完成状態を安定的・継続的に保持するために
、前面板、側面板、背面板からなる平行四辺形状の筒状体を形成する際に、接着剤（糊）
などにて貼着することを必要とし、特別に接着剤（糊）などを準備することが求められる
ので組み立てコストが余計に発生する。また、接着剤（糊）などで接着してしまうと、廃
棄などの際に容易に解体することが困難となるおそれがある。
【０００７】
　本考案の目的は、簡易に組み立て可能でありその組立て完成状態を安定的・継続的に保
持することができ、さらに組立て完成状態からの解体も容易であるスタンドを提供するこ
とにある。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本考案のスタンドは、
　厚み寸法が略０．２ｍｍ～１．６ｍｍである可撓性を備える略平板状の基板を折り曲げ
てそれぞれ形成される、下面部と、後面部と、前面部と、該前面部の両側にそれぞれ連接
される略扇形の左側面部及び右側面部とを備え、
　前記下面部の横幅及び奥行きの各寸法が、略２１５ｍｍ及び略４３ｍｍであり、
　前記後面部の横幅及び高さの各寸法が、略２３５ｍｍ及び略２６０ｍｍであり、
　前記前面部の横幅及び高さの各寸法が、略２１５ｍｍ及び略１４０ｍｍであり、
　両側面部の奥行き及び高さの各寸法が、略１１０ｍｍ及び略１４０ｍｍであり、
　前記後面部は、少なくともＡ４サイズの被スタンド体の立てかけを可能とするように前
記下面部の後端縁から立ち上るように形成され、
　前記前面部は、前記被スタンド体の立てかけられた状態を維持可能に前記下面部の前端
縁から立ち上るように形成され、
　前記横幅の寸法が前記下面部よりも大きい前記後面部の両端上下方向にほぼ沿って前記
両側面部の前記後面側の一部をそれぞれ挿入可能に中抜きされた左被挿入部及び右被挿入
部が形成され、
　前記両側面部の前記後面部側に傾斜する弧状縁の少なくとも一部に開口部寸法が略２ｍ
ｍ及び深さ寸法が略３ｍｍの略三角形状の第１の切欠部が形成され、
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　前記両側面部の下端縁の少なくとも一部に開口部寸法が略２０ｍｍ及び深さ寸法が略２
５ｍｍの略三角形状の第２の切欠部が形成され、
　両被挿入部に前記両側面部がそれぞれ挿入されると、前記第１の切欠部が前記両被挿入
部の上端と容易に脱しない状態に係合するとともに、前記第２の切欠部が前記両被挿入部
の下端と容易に脱しない状態に係合し、
　前記両側面部のうち前記両被挿入部に挿入された部分は、前記後面部の後方において自
スタンドの起立を維持する側面部となり、
　前記側面部は、組立て完成状態において前記下面部と略直角をなす前記後面部を正立か
ら角度略１３度後傾させるように支持することを特徴とする。
　このように構成することにより、基板（厚み寸法が略０．２ｍｍ～１．６ｍｍである可
撓性を備える略平板状の基板）のみ（接着材などは不要）を折り曲げるという簡易な作業
により、両被挿入部に両側面部がそれぞれ挿入されると、第１の切欠部（開口部寸法が略
２ｍｍ及び深さ寸法が略３ｍｍの略三角形状）が両被挿入部の上端と容易に脱しない状態
に係合する（全体の曲げ特性や撓みに基づく）とともに、第２の切欠部（開口部寸法が略
２０ｍｍ及び深さ寸法が略２５ｍｍの略三角形状）が両被挿入部の下端と容易に脱しない
状態に係合する（全体の曲げ特性や撓みに基づく）ので組み立て状態がしっかり固定され
るとともに、接着材などは用いていないため解体の際、きれいに容易に元の状態に戻すこ
とができるので、簡易に組み立て可能でありその組立て完成状態を安定的・継続的に保持
することができ、さらに組立て完成状態からの解体も容易であるスタンドを提供可能であ
る。
　また、下面部の横幅及び奥行きの各寸法が、略２１５ｍｍ及び略４３ｍｍであり、後面
部の横幅及び高さの各寸法が、略２３５ｍｍ及び略２６０ｍｍであり、前面部の横幅及び
高さの各寸法が、略２１５ｍｍ及び略１４０ｍｍであり、両側面部の奥行き及び高さの各
寸法が、略１１０ｍｍ及び略１４０ｍｍであることにより、Ａ４サイズ（縦２９７ｍｍ×
横２１０ｍｍ）のパンフレットなどや書籍の単行本サイズであるＡ５（縦２１０ｍｍ×横
１４８ｍｍ）やＢ５（縦２５７ｍｍ×横１８２ｍｍ）の被スタンド体を前方に倒れ込むこ
とを防止ししつつ、安定的・継続的に最適に立てかけることができる。
　また、組立て完成状態において下面部と略直角をなす後面部とすることにより、複数枚
パンフレットなどの用紙の高さ位置が揃った状態で保持することができるとともに、所定
の厚みを有する被スタンド体の下面部を底板部に接触させた状態で被スタンド体を後傾さ
せることが可能となり、より安定的に保持することができる。
　また、支脚部（側面部）は、組立て完成状態において後面部を正立から角度略１３度後
傾させるように支持することにより、後面部に寄りかかる被スタンド体を後面部の後傾に
沿って後傾させて前方に倒れ込むことを防止して被スタンド体を安定的に保持することが
できる。さらに書店等への来客の目線が下向きになることに対して上方へ被スタンド体を
向けることで少なくとも前面部から上方にはみ出た部分の視認性が向上する。
【０００９】
　本考案のスタンドは、
　可撓性を備える略平板状の基板から形成される、下面部と、後面部と、前面部と、該前
面部の両側にそれぞれ連接される左側面部及び右側面部とを備え、
　前記後面部は、被スタンド体の立てかけを可能とするように前記下面部の後端縁から立
ち上るように形成され、
　前記前面部は、前記被スタンド体の立てかけられた状態を維持可能に前記下面部の前端
縁から立ち上るように形成され、
　前記後面部に両側面部の前記後面側の一部をそれぞれ挿入可能に中抜きされた左被挿入
部及び右被挿入部のうち少なくともいずれかが形成され、
　前記両側面部のうち少なくともいずれかの上端縁の少なくとも一部に第１の切欠部が形
成され、
　両被挿入部のうち少なくともいずれかに前記両側面部のうち少なくともいずれかが挿入
されると、前記第１の切欠部が前記両被挿入部のうち少なくともいずれかの上端と容易に
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脱しない状態に係合し、
　前記両側面部のうち前記両被挿入部に挿入された部分は、前記後面部の後方において自
スタンドの起立を維持する側面部となることを特徴とする。
　このように構成することにより、基板のみ（接着材などは不要）からなる、両被挿入部
に両側面部（一方のであってもよい）が挿入されると、第１の切欠部が被挿入部の上端と
容易に脱しない状態に係合するので組み立て状態がしっかり固定されるとともに、接着材
などは用いていないため解体の際、きれいに容易に元の状態に戻すことができるので、簡
易に組み立て可能でありその組立て完成状態を安定的・継続的に保持することができ、さ
らに組立て完成状態からの解体も容易であるスタンドを提供可能である。
【００１０】
　本考案のスタンドは、
　前記両側面部のうち少なくともいずれかは、前記第１の切欠部下方に凹部又は穴部を備
え、
　前記両被挿入部のうち少なくともいずれかは、前記両側面部のうち少なくともいずれか
が挿入されると、前記凹部又は前記穴部に受け止められる凸部を備え、該凸部は中抜きさ
れた内部方向へ凸となることを特徴とする。
　このように構成することにより、基板のみ（接着材などは不要）からなる、両被挿入部
に両側面部（一方のであってもよい）が挿入されると、側面部に設けられた凹部又は穴部
と、被挿入部の凸部が容易に脱しない状態に受け止められるので組み立て状態がさらによ
りしっかり固定されるとともに、接着材などは用いていないため解体の際、きれいに容易
に元の状態に戻すことができるので、簡易に組み立て可能でありその組立て完成状態を安
定的・継続的に保持することができ、さらに組立て完成状態からの解体も容易であるスタ
ンドを提供可能である。
【００１１】
　本考案のスタンドは、
　厚み寸法が略０．２ｍｍ～１．６ｍｍである可撓性を備える略平板状の基板を折り曲げ
てそれぞれ形成される、上面部と、下面部と、後面部と、前面部と、前記下面部の両側に
それぞれ連接される略扇形の左側面部及び右側面部と、前記前面部の両側にそれぞれ連接
される左補強部及び右補強部とを備え、
　前記後面部は、被スタンド体の立てかけを可能とするように前記下面部の後端縁から立
ち上るように形成され、
　前記前面部は、組立て完成状態において前記下面部と略直角をなす前記後面部を正立か
ら角度略１３度後傾させるように前記下面部の前端縁から立ち下がるように形成され、
　前記両補強部は、組立て完成状態において前記下面部と略直角をなす前記後面部を正立
から角度略１３度後傾させるように前記前面部と略直角をなして前記下面部の底側に位置
し、
　前記上面部は、前記後面部の上端縁から後方に延伸するように形成され、
　前記後面部の両端上下方向にほぼ沿って前記両側面部の前記後面側の一部をそれぞれ挿
入可能に中抜きされた左被挿入部及び右被挿入部が形成され、
　前記両側面部の前記後面部側に傾斜する弧状縁の少なくとも一部に開口部寸法が略５ｍ
ｍ及び深さ寸法が略５ｍｍの略三角形状の第１の切欠部が形成され、
　前記両側面部の下端縁の少なくとも一部に開口部寸法が略１０ｍｍ及び深さ寸法が略１
０ｍｍの略三角形状の第２の切欠部が形成され、
　両被挿入部に前記両側面部がそれぞれ挿入されると、前記第１の切欠部が前記両被挿入
部の上端と容易に脱しない状態に係合するとともに、前記第２の切欠部が前記両被挿入部
の下端と容易に脱しない状態に係合し、
　前記両側面部のうち前記両被挿入部に挿入された部分は、前記後面部の後方において自
スタンドの起立を維持する支脚部となり、
　前記支脚部は、組立て完成状態において前記下面部と略直角をなす前記後面部を正立か
ら角度略１３度後傾させるように支持し、
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　前記両側面部のうち少なくともいずれかは、前記第１の切欠部下方に凹部又は穴部を備
え、
　前記両被挿入部のうち少なくともいずれかは、前記両側面部のうち少なくともいずれか
が挿入されると、前記凹部又は前記穴部に受け止められる凸部を備え、該凸部は前記中抜
きされた内部方向へ凸となることを特徴とする。
　このように構成することにより、基板（厚み寸法が略０．２ｍｍ～１．６ｍｍである可
撓性を備える略平板状の基板）のみ（接着材などは不要）を折り曲げるという簡易な作業
により、両被挿入部に両側面部がそれぞれ挿入されると、第１の切欠部（開口部寸法が略
５ｍｍ及び深さ寸法が略５ｍｍの略三角形状）が両被挿入部の上端と容易に脱しない状態
に係合する（全体の曲げ特性や撓みに基づく）とともに、第２の切欠部（開口部寸法が略
１０ｍｍ及び深さ寸法が略１０ｍｍの略三角形状）が両被挿入部の下端と容易に脱しない
状態に係合する（全体の曲げ特性や撓みに基づく）ので組み立て状態がしっかり固定され
るとともに、接着材などは用いていないため解体の際、きれいに容易に元の状態に戻すこ
とができるので、簡易に組み立て可能でありその組立て完成状態を安定的・継続的に保持
することができ、さらに組立て完成状態からの解体も容易であるスタンドを提供可能であ
る。
　また、所定の各寸法とすることで、Ａ４サイズ（縦２９７ｍｍ×横２１０ｍｍ）のパン
フレットなどや書籍の単行本サイズであるＡ５（縦２１０ｍｍ×横１４８ｍｍ）やＢ５（
縦２５７ｍｍ×横１８２ｍｍ）の被スタンド体を複数、安定的・継続的に最適に立てかけ
たり、寝かせて保持することができる。
　また、組立て完成状態において下面部と略直角をなす後面部とすることにより、複数の
書籍などの高さ位置が揃った状態で保持することができるとともに、所定の厚みを有する
被スタンド体の下面部を底板部に接触させた状態で被スタンド体を後傾させることが可能
となり、より安定的に保持することができる。
　また、支脚部（側面部）は、前面部や両補強部と相まって、組立て完成状態において後
面部を正立から角度略１３度後傾させるように支持することにより、後面部に寄りかかる
被スタンド体を後面部の後傾に沿って後傾させて前方に倒れ込むことを防止して被スタン
ド体を安定的に保持することができる。さらに書店等への来客の目線が下向きになること
に対して上方へ被スタンド体を向けることで少なくとも前面部から上方にはみ出た部分の
視認性が向上する。
　また、両被挿入部にそれぞれ対応する両側面部が挿入されると、側面部に設けられた凹
部又は穴部と、被挿入部の凸部が容易に脱しない状態に受け止められるので組み立て状態
がさらによりしっかり固定されるとともに、接着材などは用いていないため解体の際、き
れいに容易に元の状態に戻すことができるので、簡易に組み立て可能でありその組立て完
成状態を安定的・継続的に保持することができ、さらに組立て完成状態からの解体も容易
であるスタンドを提供可能である。
【００１２】
　本考案のスタンドは、
　可撓性を備える略平板状の基板を折り曲げてそれぞれ形成される、上面部と、下面部と
、後面部と、前記下面部の両側にそれぞれ連接される略扇形の左側面部及び右側面部とを
備え、
　前記後面部は、被スタンド体の立てかけを可能とするように前記下面部の後端縁から立
ち上るように形成され、
　前記上面部は、前記後面部の上端縁から後方に延伸するように形成され、
　前記後面部の両端上下方向にほぼ沿って前記両側面部の前記後面側の一部をそれぞれ挿
入可能に中抜きされた左被挿入部及び右被挿入部が形成され、
　前記両側面部の前記後面部側に傾斜する弧状縁の少なくとも一部に第１の切欠部が形成
され、
　両被挿入部に前記両側面部がそれぞれ挿入されると、前記第１の切欠部が前記両被挿入
部の上端と容易に脱しない状態に係合し、
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　前記両側面部のうち前記両被挿入部に挿入された部分は、前記後面部の後方において自
スタンドの起立を維持する支脚部となり、
　前記支脚部は、組立て完成状態において前記下面部と略直角をなす前記後面部を正立か
ら角度略１３度後傾させるように支持することを特徴とする。
　このように構成することにより、基板のみ（接着材などは不要）からなる、両被挿入部
に両側面部（一方のであってもよい）が挿入されると、第１の切欠部が被挿入部の上端と
容易に脱しない状態に係合するので組み立て状態がしっかり固定されるとともに、接着材
などは用いていないため解体の際、きれいに容易に元の状態に戻すことができるので、簡
易に組み立て可能でありその組立て完成状態を安定的・継続的に保持することができ、さ
らに組立て完成状態からの解体も容易であるスタンドを提供可能である。
【００１３】
　本考案のスタンドは、
　前記両被挿入部は、上端が略円形に中抜きされ、
　該略円形の半径は、前記基板の厚み寸法の数倍程度であり、
　前記両被挿入部のうち少なくともいずれかに前記両側面部のうち少なくともいずれかが
挿入されると、前記第１の切欠部が前記両被挿入部のうち少なくともいずれかの上端の略
円形に中抜きされた部分と容易に脱しない状態に係合することを特徴とする。
　このように構成することにより、基板のみ（接着材などは不要）からなる、両被挿入部
に両側面部（一方のであってもよい）が挿入されると、第１の切欠部が被挿入部の略円形
（半径は基板の厚み寸法の数倍程度）に中抜きされた上端と容易に脱しない状態に係合す
るので組み立て状態がよりしっかり固定されるとともに、接着材などは用いていないため
解体の際、きれいに容易に元の状態に戻すことができるので、簡易に組み立て可能であり
その組立て完成状態を安定的・継続的に保持することができ、さらに組立て完成状態から
の解体も容易であるスタンドを提供可能である。
【００１４】
　本考案のスタンドは、
　前記可撓性平板は、透過性を有するＰＥＴであることを特徴とする。
　このように構成することにより、被スタンド体を外部から視認可能となるので、展示効
果が大きくなる。また、紙等と異なり耐久性や重量等の点で有利となる。また、リサイク
ルも可能で環境にも配慮することができ、ユーザも利用意欲が高くなるという顕著な効果
を奏する。
【００１５】
　本考案のスタンドは、
　前記前面部及び前記後面部の少なくともいずれか一方に視覚により認識可能な表示を付
加可能であることを特徴とする。
　このように構成することにより、視認し易い前面部等において印刷等による名入れや宣
伝広告等が可能となる。
【００１６】
　本考案のスタンドは、
　前記後面部に壁掛け用の少なくとも１つの穴部を設けたことを特徴とする。したがって
、壁に掛けて利用することもできる。
【考案の効果】
【００１７】
　本考案によれば、簡易に組み立て可能でありその組立て完成状態を安定的・継続的に保
持することができ、さらに組立て完成状態からの解体も容易であるスタンドを提供するこ
とができる。
【図面の簡単な説明】
【００１８】
【図１】本考案の第１の実施の形態に係るスタンドの組立て用基板の平面図である。
【図２】本考案の第１の実施の形態のスタンドの組み立て手順を説明する図である。
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【図３】本考案の第１の実施の形態のスタンドの組み立て部分を説明する図である。
【図４】本考案の第１の実施の形態のスタンドの組立て完成斜視図である。
【図５】本考案の第１の実施の形態のスタンドの使用状態を示す斜視図である。
【図６】本考案の第２の実施の形態に係るスタンドの組立て用基板の平面図である。
【図７】本考案の第２の実施の形態のスタンドの組み立て手順を説明する図である。
【図８】本考案の第２の実施の形態のスタンドの組み立て手順を説明する図である。
【図９】本考案の第２の実施の形態のスタンドの組立て完成斜視図である。
【図１０】本考案の第２の実施の形態のスタンドの使用状態を示す斜視図である。
【考案を実施するための形態】
【００１９】
　以下、本考案の第１の実施の形態を図面を参照しつつ説明する。本実施形態のスタンド
Ｍは、全体を折り曲げ・復元可能な樹脂、金属又は紙などの略Ｔ字状の平板に折曲線を設
定して接着剤などの固定手段を使わずに、その形態を折り曲げ、切り込み線や中抜き部へ
の所要部分の挿入固定により組立て完成状態を安定的・継続的に保持するように設定する
ことが望ましい。すなわち、平板状のものを所定部分で折り曲げなどの作業により簡単に
組み立ててスタンドＭを固定・強固に完成できるとともに輸送、集積コストの低減や使用
後の分解により簡単に平板状に復することができて良好な使い勝手を実現できる。
【００２０】
　図１に示すように、組立て用基板Ｐは、透明の樹脂であるＰＥＴ（ポリエチレンテレフ
タラート）からなる平板略長方形状の組立て用基板であり、原後面部１１、原下面部１２
、原前面部１３、原左側面部１５、原右側面部１６（以下、原左側面部１５及び原右側面
部１６を総称して「原側面部１５、１６」という場合がある。）を有している。これらの
原後面部１１、原下面部１２、原前面部１３、原側面部１５、１６は組み立て後に、後述
するように後面部１１１、下面部１２１、前面部１３１、左側面部１５１、右側面部１６
１をそれぞれ構成することとなる。なお、ＰＥＴは、リサイクル容易で、コスト低廉、軽
量との利点を有し、材料自体が地球環境に優しく、しかも美麗で高級感を醸し出すことが
できる。
【００２１】
　略正方形状の原後面部１１の下端は、折曲線１１ａ部分で原下面部１２の上端とつなが
っており、原下面部１２の下端は折曲線１２ａ部分で原前面部１３の上端とつながってい
る。また、略長方形状の原前面部１３の左右両端は、折曲線１５ａ及び折曲線１６ａ部分
で対象形状の原側面部１５、１６とつながっている。
　各折曲線はプレスにより押圧薄部が点線状に形成されていて折り曲げが容易になってい
る。また、折曲部としての各折曲線は折り曲げが可能であればどのように形成されていて
もよい。
【００２２】
　原後面部１１の両端の下半分の上下方向にほぼ沿って細長く中抜き（スリットを含む。
）された原側面部１５、１６をそれぞれ挿入可能な左被挿入部１１ｂ及び右被挿入部１１
ｃが形成されている。
　また、原後面部１１の上端中央近傍には壁掛け用の穴部１４が形成されている。
【００２３】
　また、原左側面部１５は略扇形状であり、弧状以外の２辺がなす角度は略７７度であり
、弧状縁に開口部寸法が略２ｍｍ及び深さ寸法が略３ｍｍの略三角形状の第１の切欠部と
しての切欠部１５ｂ（複数設けられていてもよい。）が形成され、側面部の下端をなす１
辺の縁に開口部寸法が略２０ｍｍ及び深さ寸法が略２５ｍｍの略三角形状の第２の切欠部
としての切欠部１５ｃ（複数設けられていてもよい。）が形成されている。後述するよう
に、１５ｄは組み立て完成後に後面部１１１の後方に位置する部分であり、一方１５ｅは
組み立て完成後に後面部１１１の前方に位置する部分である。
【００２４】
　また、原右側面部１６は略扇形状であり、弧状以外の２辺がなす角度は略７７度であり
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、弧状縁に開口部寸法が略２ｍｍ及び深さ寸法が略３ｍｍの略三角形状の第１の切欠部と
しての切欠部１６ｂ（複数設けられていてもよい。）が形成され、側面部の下端をなす１
辺の縁に開口部寸法が略２０ｍｍ及び深さ寸法が略２５ｍｍの略三角形状の第２の切欠部
としての切欠部１６ｃ（複数設けられていてもよい。）が形成されている。後述するよう
に、１６ｄは組み立て完成後に後面部１１１の後方に位置する部分であり、一方１６ｅは
組み立て完成後に後面部１１１の前方に位置する部分である。
【００２５】
　本実施の形態における、スタンドＭのサイズは、透明ＰＥＴの厚さ寸法が０．８ｍｍ、
平板状態時のサイズは、原後面部１１は横２３５ｍｍで、原下面部１２及び原前面部１３
は横２１５ｍｍで、原後面部１１は縦２６０ｍｍ、原下面部１２は縦４３ｍｍ、原前面部
１３は縦１４０ｍｍである。原側面部１５、１６は横１１０ｍｍで縦１６０ｍｍである。
　このサイズの場合、例えば、Ａ４サイズのパンフレットなどや、Ａ５、Ｂ５、Ｂ６サイ
ズの書籍等がコンパクトに保持できる。また、組立て用基板Ｐを郵送等により多数のユー
ザに配送する際に、そのままの形態で又は少なくとも２つ折りにすれば適切に封筒に収ま
るので取り扱いの便宜が図られ、コストの低減も図られる。
【００２６】
　次に、組立て用基板Ｐを組み立ててスタンドＭを完成する手順を説明する。なお、山折
り、谷折り等は、図１を上面図とした場合における方向を前提とする。
　まず、組立て用基板Ｐの傷防止用フィルムを剥がす。そして、組立て用基板Ｐの折曲線
１１ａ及び折曲線１２ａに沿って谷折りし、原下面部１２に対して原後面部１１と原前面
部１３を略９０度の角度に起立させて側面視において略コ字状とする。なお、ＰＥＴの撓
み・曲げ特性により所定の重量以下の負荷（書籍等の重み）が加えられた場合であっても
略コ字状が保持される。
　さらに、組立て用基板Ｐの折曲線１５ａ及び折曲線１６ａに沿って谷折りし、原下面部
１２に対して原左側面部１５と原右側面部１６を略９０度の角度に起立させ正面視におい
て略コ字状とする。
【００２７】
　そして、図２に示すように原後面部１１の左被挿入部１１ｂに原左側面部１５の切欠部
１５ｃより上方の１５ｄ部分が挿入されると、原左側面部１５の切欠部１５ｂが原後面部
１１の左被挿入部１１ｂの上端であって、好適には透明ＰＥＴの厚さ寸法の数倍程度の半
径の略円形に中抜き形成された部分（図３参照）と容易に脱しない状態に「パチッ」と咬
み合って係合するとともに、原左側面部１５の切欠部１５ｃが原後面部１１の左被挿入部
１１ｂの下端と容易に脱しない状態に係合する。同様に、原後面部１１の右被挿入部１１
ｃに原右側面部１６の切欠部１６ｃより上方の１６ｄ部分が挿入されると、原右側面部１
６の切欠部１６ｂが原後面部１１の右被挿入部１１ｃの上端であって、好適には透明ＰＥ
Ｔの厚さ寸法の数倍程度の半径の略円形に中抜き形成された部分と容易に脱しない状態に
「パチッ」と咬み合って係合するとともに、原右側面部１６の切欠部１６ｃが原後面部１
１の右被挿入部１１ｃの下端と容易に脱しない状態に係合する。これらにより、スタンド
Ｍの組立て完成状態を容易に崩れないように安定的・継続的に保持することができる。
【００２８】
　図４に示すように、組立て完成状態のスタンドＭは、ＰＥＴからなる板材を折り曲げて
後面部１１１、下面部１２１、前面部１３１、側面部１５１、１６１が一体に形成されて
いる。
　下面部１２１と略直角をなす後面部１１１は、原側面部１５、１６の形状に基づいて、
正立（垂直状態）から角度略１３度ほど後傾している。これに伴い、下面部１２１は載置
台の水平面に全体が接している状態ではなくなるが、全体が接している状態等に形成され
ていてもよい。
【００２９】
　原側面部１５、１６のうち被挿入部１１ｂ、１１ｃに挿入された部分（１５ｄ、１６ｄ
）は、組立て完成状態のスタンドＭの後面部１１１の後方において支脚部となり、後面部
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１１１を角度略１３度ほど後傾させつつ、自スタンドＭの起立を維持する。
　一方、原側面部１５、１６のうち被挿入部１１ｂ、１１ｃに挿入されていない部分であ
って下面部１２１の下方部分（１５ｅ、１６ｅ）は、組立て完成状態のスタンドＭの後面
部１１１の前方において支脚部となり、１５ｄ、１６ｄ部分と共に後面部１１を角度略１
３度ほど後傾させつつ、自スタンドＭの起立を維持する。なお、１５ｅ、１６ｅ部分は必
須ではない。
【００３０】
　スタンドＭの後面部１１１、下面部１２１、前面部１３１及び側面部１５１、１６１に
より形成される空間に上方から被スタンド体Ｂを挿し入れて適宜の位置で立てかけさせて
保持する。
【００３１】
　図５は、スタンドＭにより被スタンド体Ｂを立てかけさせて保持した状態を示す図であ
る。被スタンド体Ｂとしては、例えば、パンフレット（Ａ４等）、書籍（Ａ４、Ａ５、Ｂ
５、Ｂ６等）、リーフレット類を広く含み、さらに、レシピカードを含む各種カード・葉
書・案内書・カタログあるいは薄型板状の電子機器・化粧品・小物商品などがある。ここ
ではパンフレット束として図５に示す。
【００３２】
　被スタンド体Ｂの底部とスタンドＭの下面部１２１はほとんど密着している。また、被
スタンド体Ｂの展示面に対向する背面部はスタンドＭの後面部１１１に沿って密着してい
るか、あるいはわずかな隙間が生じているに過ぎない状態となる。なお、スタンドＭの後
面部１１１の角度略１３度の後傾に導かれて被スタンド体Ｂの見開き面もやや上方に向く
こととなる。
【００３３】
　スタンドＭは、例えば、書店などにおけるカウンターや書籍等の陳列棚などに設置され
てよい。
【００３４】
　上記のような構成により、簡易に安定した形態の、スタンドＭを提供することができる
。また、使用後のスタンドＭの解体・分解も容易に行うことができる。
【００３５】
　次に、本考案の第２の実施の形態を図面を参照しつつ説明する。上記の第１の実施の形
態と基本的な構成は同様であるので重複する説明は省略する。
【００３６】
　図６に示すように、組立て用基板Ｐ´は、透明の樹脂であるＰＥＴ（ポリエチレンテレ
フタラート）からなる平板略長方形状の組立て用基板であり、原後面部２１、原下面部２
２、原前面部２３、原左側面部２５、原右側面部２６（以下、原左側面部２５及び原右側
面部２６を総称して「原側面部２５、２６」という場合がある。）、原前面左補強部２７
、原前面右補強部２８（以下、原前面左補強部２７及び原前面右補強部２８を総称して「
原前面補強部２７、２８」という場合がある。）、原上面部２９を有している。これらの
原後面部２１、原下面部２２、原前面部２３、原側面部２５、２６、原前面補強部２７、
２８、原上面部２９は組み立て後に、後述するように後面部２１１、下面部２２１、前面
部２３１、左側面部２５１、右側面部２６１、前面左補強部２７１、前面右補強部２８１
、上面部２９１をそれぞれ構成することとなる。
【００３７】
　略長方形状の原後面部２１の下端は、折曲線２１ａ部分で原下面部２２の上端とつなが
っており、原下面部２２の下端は折曲線２２ａ部分で原前面部２３の上端とつながってい
る。また、略長方形状の原下面部２２の左右両端は、折曲線２５ａ及び折曲線２６ａ部分
で対象形状の原側面部２５、２６とつながっている。また、略長方形状の原前面部２３の
左右両端は、折曲線２７ａ及び折曲線２８ａ部分で対象形状の原前面補強部２７、２８と
つながっている。また、略長方形状の原後面部２１の上端は、折曲線２９ａ部分で原上面
部２９の下端とつながっている。
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　各折曲線はプレスにより押圧薄部が点線状に形成されていて折り曲げが容易になってい
る。また、折曲部としての各折曲線は折り曲げが可能であればどのように形成されていて
もよい。
【００３８】
　原後面部２１の両端の上下方向の略全長にわたり上下方向にほぼ沿って細長く（横４ｍ
ｍ、縦４９．５ｍｍ）中抜き（スリットを含む。）された原側面部２５、２６をそれぞれ
挿入可能な左被挿入部２１ｂ及び右被挿入部２１ｃが形成されている。また、左被挿入部
２１ｂ及び右被挿入部２１ｃにはそれぞれ中央部分に中抜き方向に凸部となる左係止部２
１ｄ及び右係止部２１ｅが縦３３ｍｍに形成されている。
　なお、原後面部２１の上端中央近傍には壁掛け用の穴部が形成されていてもよい。
【００３９】
　また、原左側面部２５は略扇形状であり、弧状以外の２辺がなす角度は略７７度であり
、弧状縁に開口部寸法が略５ｍｍ及び深さ寸法が略５ｍｍの略三角形状の第１の切欠部と
しての切欠部２５ｂ（複数設けられていてもよい。）が形成され、側面部の下端をなす１
辺の縁に開口部寸法が略１０ｍｍ及び深さ寸法が略１０ｍｍの略三角形状の第２の切欠部
としての切欠部２５ｃ（複数設けられていてもよい。）が形成されている。後述するよう
に、２５ｄは切欠部２５ｂと切欠部２５ｃにより結ばれる線により、組み立て完成後に後
面部２１１の後方に位置する部分と後面部２１１の前方に位置する部分とに分かれる。ま
た、切欠部２５ｂと切欠部２５ｃにより結ばれる線方向にほぼ沿って細長く（横４０ｍｍ
、縦４ｍｍ）中抜き（スリットを含む。）された左係止部２５ｅは、原後面部２１の左係
止部２１ｄの凸部が挿入されて係止可能に形成されている。
【００４０】
　また、原右側面部２６は略扇形状であり、弧状以外の２辺がなす角度は略７７度であり
、弧状縁に開口部寸法が略５ｍｍ及び深さ寸法が略５ｍｍの略三角形状の第１の切欠部と
しての切欠部２６ｂ（複数設けられていてもよい。）が形成され、側面部の下端をなす１
辺の縁に開口部寸法が略１０ｍｍ及び深さ寸法が略１０ｍｍの略三角形状の第２の切欠部
としての切欠部２６ｃ（複数設けられていてもよい。）が形成されている。後述するよう
に、２６ｄは切欠部２６ｂと切欠部２６ｃにより結ばれる線により、組み立て完成後に後
面部２１１の後方に位置する部分と後面部２１１の前方に位置する部分とに分かれる。ま
た、切欠部２６ｂと切欠部２６ｃにより結ばれる線方向にほぼ沿って細長く（横４０ｍｍ
、縦４ｍｍ）中抜き（スリットを含む。）された右係止部２６ｅは、原後面部２１の右係
止部２１ｅの凸部が挿入されて係止可能に形成されている。
【００４１】
　本実施の形態における、スタンドＭ´のサイズは、透明ＰＥＴの厚さ寸法が約１ｍｍ、
平板状態時のサイズは、原後面部２１は横６００ｍｍで、原下面部２２及び原前面部２３
は横５８２ｍｍで、原後面部２１は縦１５０ｍｍ、原下面部２２は縦１４８ｍｍ、原前面
部２３は縦４５ｍｍである。原側面部２５、２６は最大横１４３ｍｍで最大縦２１０ｍｍ
である。原前面補強部２７、２８は最大横８８ｍｍで最大縦４５ｍｍ（最小縦２０ｍｍ）
で、原上面部２９は横６００ｍｍで縦２２ｍｍである。
　このサイズの場合、例えば、Ａ４、Ａ５、Ｂ５、Ｂ６サイズの複数の児童用書籍等を、
おもて表紙等を手前側に向けて面陳列したり、見開き状態で陳列したり、背表紙を手前側
に向けて陳列したり、これらの陳列態様を組み合わせてコンパクトに保持できる。また、
組立て用基板Ｐ´を郵送等により多数のユーザに配送する際に、そのままの形態で又は少
なくとも２つ折りにして扁平状態となるので取り扱いの便宜が図られ、輸送コストの低減
も図られる。
【００４２】
　次に、組立て用基板Ｐ´を組み立ててスタンドＭ´を完成する手順を説明する。なお、
山折り、谷折り等は、図６を上面図とした場合における方向を前提とする。
　まず、図７に示すように組立て用基板Ｐ´の傷防止用フィルムを剥がす。そして、組立
て用基板Ｐ´の折曲線２１ａに沿って谷折りし、また折曲線２２ａに沿って山折りし、原
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下面部２２に対して原後面部２１と原前面部２３を略９０度の角度に起立させて側面視に
おいて略Ｓ字状とする。なお、ＰＥＴの撓み・曲げ特性により所定の重量以下の負荷（書
籍等の重み）が加えられた場合であっても略Ｓ字状が保持される。
　さらに、組立て用基板Ｐ´の折曲線２９ａに沿って山折りし、原後面部２１に対して原
上面部２９を略９０度の角度に起立させ原下面部２２と略平行面とする。これにより、原
後面部２１の上端が剥き出しになることと比較して被スタンド体Ｂ´としての児童用書籍
等がぶつかり損傷してしまうことを回避したりデザイン性を向上させることができる。
【００４３】
　そして、図８に示すように、組立て用基板Ｐ´の折曲線２５ａ及び折曲線２６ａに沿っ
て谷折りし、原下面部２２に対して原左側面部２５と原右側面部２６を略９０度の角度に
起立させる（図７では理解の促進のため原左側面部２５のみ起立させた状態を示す。）。
　さらに、原後面部２１の左被挿入部２１ｂに原左側面部２５の切欠部２５ｂと切欠部２
５ｃを結んだ線より後方の部分が挿入されると、原左側面部２５の切欠部２５ｂが原後面
部２１の左被挿入部２１ｂの上端であって、好適には透明ＰＥＴの厚さ寸法の数倍程度の
半径の略円形に中抜き形成された部分と容易に脱しない状態に「パチッ」と咬み合って係
合するとともに、原左側面部２５の切欠部２５ｃが原後面部２１の左被挿入部２１ｂの下
端と容易に脱しない状態に係合する（同様に、右側面側も組み立てられる）。
　また、組立て用基板Ｐ´の折曲線２７ａ及び折曲線２８ａに沿って山折りし、原前面部
２３に対して原前面左補強部２７と原前面右補強部２８を略９０度の角度に後方に折り曲
げて、原前面左補強部２７と原前面右補強部２８の上端が原下面部２２の底側の面に対し
て少なくとも一部が当接してスタンドＭ´の正立（垂直状態）から角度略１３度ほど後傾
している状態の保持を補強する。このようにして所定の重量以下の負荷（書籍等の重み）
が加えられた場合であっても後傾している状態を保持することができる。
　これらにより、スタンドＭ´の組立て完成状態を容易に崩れないように安定的・継続的
に保持することができる。
【００４４】
　図９に示すように、組立て完成状態のスタンドＭ´は、ＰＥＴからなる板材を折り曲げ
て後面部２１１、下面部２２１、前面部２３１、左側面部２５１、右側面部２６１、前面
左補強部２７１、前面右補強部２８１、上面部２９１が一体に形成されている。
　下面部２２１と略直角をなす後面部２１１は、原側面部２５、２６の形状と前面部２３
１、前面左補強部２７１及び前面右補強部２８１の存在に基づいて、正立（垂直状態）か
ら角度略１３度ほど後傾している。これに伴い、下面部２２１は載置台の水平面に全体が
接している状態ではなくなるが、前面部２３１、前面左補強部２７１及び前面右補強部２
８１等が存在しなく（後傾させる機能を停止して）、全体が接している状態等に形成され
ていてもよい。
【００４５】
　原側面部２５、２６のうち被挿入部２１ｂ、２１ｃに挿入された部分（２５ｄ、２６ｄ
）は、組立て完成状態のスタンドＭ´の後面部２１１の後方において支脚部となり、後面
部２１１を角度略１３度ほど後傾させつつ、自スタンドＭ´の起立を維持する。
　一方、原側面部２５、２６のうち被挿入部２１ｂ、２１ｃに挿入されていない部分（下
面部２２１の上方に位置する部分）は、組立て完成状態のスタンドＭ´の後面部２１１の
前方において左側面部２５１、右側面部２６１を形成する。
　また、前面左補強部２７１及び前面右補強部２８１は、前面部２３１と共に上記の支脚
部と相まって、後面部１１を角度略１３度ほど後傾させつつ、自スタンドＭ´の起立を維
持する。なお、前面部２３１の存在により、被スタンド体Ｂ´の荷重により横長の下面部
２２１が撓んでしまうことが防止され、補強材として機能している。
【００４６】
　スタンドＭ´の後面部２１１、下面部２２１及び側面部２５１、２６１により形成され
る空間に上方又は前方から被スタンド体Ｂ´を挿し入れて適宜の位置で立てかけ（背面や
側面）或いは寝かせて（下面）保持する。
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【００４７】
　図１０は、スタンドＭ´により被スタンド体Ｂ´を立てかけさせて保持した状態を示す
図である。被スタンド体Ｂ´としては、例えば、パンフレット（Ａ４等）、書籍（Ａ４、
Ａ５、Ｂ５、Ｂ６等）、リーフレット類を広く含み、さらに、レシピカードを含む各種カ
ード・葉書・案内書・カタログあるいは薄型板状の電子機器・化粧品・小物商品などがあ
る。ここではＡ４、Ａ５、Ｂ５、Ｂ６サイズの複数の児童用書籍等を、見開き状態で２冊
陳列し、表表紙を手前側に向けた閉じた状態で３冊陳列したとして図１０に示す。
【００４８】
　被スタンド体Ｂ´の底部とスタンドＭ´の下面部２２１はほとんど密着している。また
、被スタンド体Ｂ´の展示面に対向する背面部はスタンドＭ´の後面部２１１に沿って密
着しているか、あるいはわずかな隙間が生じているに過ぎない状態とすることも可能であ
る（図１０の見開き状態の２冊など。）。なお、スタンドＭ´の後面部２１１の角度略１
３度の後傾に導かれて被スタンド体Ｂ´の見開き面もやや上方に向くこととなる。
【００４９】
　スタンドＭ´は、例えば、書店などにおけるカウンターや書籍等の陳列棚などに設置さ
れてよい。
【００５０】
　上記のような構成により、簡易に安定した形態の、スタンドＭ´を提供することができ
る。また、使用後のスタンドＭ´の解体・分解も容易に行うことができる。
【００５１】
　[その他の変形例]
　上記の第２の実施の形態における一部の構成は、上記の第１の実施の形態におけるスタ
ンドＭにも適用可能である。同様に上記の第１の実施の形態における一部の構成は、上記
の第２の実施の形態におけるスタンドＭ´にも適用可能である。
【００５２】
　スタンドＭ、Ｍ´の前面部１３１、２３１の前面側（又は後面部１１１、２１１の後面
側）等に印刷（名入れ）や紙等による文字、図形等の表示を行い宣伝広告等に用いること
であってもよい。ＰＥＴであるので簡単にフルカラー印刷が可能である。前面部又は後面
部に引っ掛けるように逆Ｖ字状に２つ折りにして広告用紙を係止させてもよい。このとき
、２つ折りにした広告用紙は、手前側が長く前面部の前方に広告が表示される態様であっ
ても、手前側が短く前面部の後方（保持空間内）に広告が表示されて透明な前面部を透過
して表示が視認可能な態様であってもよい。また、前面部に２つ折りにした広告用紙を係
止させることなく、前面部の後方（保持空間内）に広告用紙を立てかけたり、貼付等する
ことで広告が表示されることであってもよい。さらに、前面部又は後面部の前方側に直接
、広告用紙を貼付等することで広告が表示されることであってもよい。
　これにより、商品としての被スタンド体Ｂ、Ｂ´の訴求性を高めることができる。
　上記の各実施の形態では、スタンドＭ、Ｍ´は、全体を透明の樹脂材であるＰＥＴによ
り形成しているが、少なくとも一部分を着色や不透明の材料で形成することはもちろん、
紙材等、公知の任意の材料で形成することであってもよい。可撓性平板としては、厚み寸
法が略０．２ｍｍ～１．６ｍｍであることが好適である。これにより、折り曲げが容易と
なることに加えて、板状体が所定のサイズの場合に、曲げ特性・撓み具合と相まって実現
される組立て時の容易性、形態保持力等から、スタンドＭ、Ｍ´を板状体から形成するこ
とができる。
　上記の各実施の形態では、スタンドＭ、Ｍ´は、基本的には一枚のＰＥＴを折り曲げる
ことにより形成しているが、スタンドＭ、Ｍ´が後面部、下面部、前面部、側面部等を備
えるということは、一枚板の折り曲げによる構成のみを意味するのでなく、別個の各部材
（平板に限らなく凹凸がある部材を広く含む）を適宜に連接固定して形成されるもの等を
包含するものであることは言うまでもない。
　上記の各実施の形態における、スタンドＭ、Ｍ´の後面部、下面部、前面部、側面部、
切欠部、被挿入部等は、任意の数、位置、形状等に形成されることであってよい。
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【００５３】
　その他、一々例示はしないが、本考案は、その趣旨を逸脱しない範囲内において、各構
成部分の大きさや形状を含む種々の変更が加えられて実施されてよい。
【符号の説明】
【００５４】
　Ｍ　　　　　　　　スタンド
　Ｐ　　　　　　　　組立て用基板
　１１　　　　　　　原後面部
　（組み立て前の後面部）
　１２　　　　　　　原下面部
　（組み立て前の下面部）
　１３　　　　　　　原前面部
　（組み立て前の前面部）
　１４　　　　　　　穴部
　１５、１６　　　　原側面部
　（組み立て前の側面部）
　１１ａ～１６ａ　　折曲線
　１１ｂ、１１ｃ　　被挿入部
　１５ｂ、１５ｃ、１６ｂ、１６ｃ　　切欠部
　１１１　　　　　　後面部
　１２１　　　　　　下面部
　１３１　　　　　　前面部
　１５１、１６１　　側面部

【図１】 【図２】

【図３】
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【図４】 【図５】

【図６】 【図７】
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【図８】 【図９】

【図１０】
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